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紀州北部における魚ずし製法と関連したバショウの栽培

種坂 英次
近殻大学農学部農学料 
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緒 言

バショウ (MuabjooS E Z .)は暖地ucci eev.ass

性の大型多年草で中国原産 とされるH｡革質は熱

Muaa Co )に似てa]Li tnaalcuns(帯性のバナナ 

eB とも呼ばれるが.果実は生食され

ず▲主に庭園木として日本暖地の各地に植栽され

ていた■･三一｡

紀州 (和歌山県)は現在でも多様な形接の魚ず

ananaJapanes

'･しか伝蘇されている地域である3･■8･61｡和歌山

県北部の海岸域ではダソチク (An odowLdn L.)

の薬で巻いた あ̀せずし',山間域ではバショウ

の発で包んだ魚ず Lが一般的である1一｡吉田元

並 のはバショウとダソチクの詳細な分布域調査を

含めて,紀州における各種魚ずしの文化圏を設定

した｡本調査では和歌山県北部におけるバショウ

の分布を再確認するとともに,本種の呼称と利用

ir お̀ 
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･f treecure法,魚ずしの集注法などについてrifJき取 り調査を行

i ltnensveydisurveye

c

1ages

DottdJ lisantohb d feorersoit tcaesidnine wn dv-
い,魚ずし文化を伴った本種の保存 と利用の変容

･ 
について考察した｡

l b dtanoserve.ojashttcaes
]
dn
+i eB op

調査方法と調査地概要 

J一 l などを食する家庭も有るが一般的ではない｡さらn志川,有田川,および E高川流域を中心に和

歌山県北部におけるバショウの植栽分布につい に,サンシ ョや薬用植物の トウキ (An

wa)を栽培する農

ica
lge


年8月に躯中的に調査 した SlboiEac a (て,2 000 1)｡さg.(Fi

らに.本種の呼称 と利用法,飽ずしの製法 (材料. 家もあり,これらは換金作物 となる｡また,上記

味付け,使用器具.所要期間など),行司‡との関 のウコソは香辛料や染料としてでなく,自家用の

連などについて聞き取 り調査を行った｡この際, 薬用植物 として数個体が栽培されている｡畑作の

tagaZucc.teibe. )Ki

困難な憤斜地には,かつて漁網,ロープ,たわし,0できるだけ7歳以上の方を調査対象者とした｡聞

き取った生物名の現地呼称と標準和名が異なる場 ほうき,などの主要な繊維素材であったシュロ 

合は '̀内にひらがなで現地呼称,( )内にカ l,d.oT h f E iracycarpusorune( (Hok)we )が栽培

タカナで標準和名を併記した｡学名は必要と考え

た場合に附記した｡

各河川の中流域では,夏季調査時において水田

稲作の他, な̀んば'(トウモロコシ),サツマイ

モ, た̀いも'(サ トイモ),ダイズ,カボチャ,

ナス, トマ ト, トウガラシ,シソ,ミョウガ,ウ

コン,柿,など多様な作物が栽培されていた｡ま

た,春にはたけのこ,ワラビ,ゼソマ イ, ■こん

ばち' (イタドリ)などの山菜に加えて,夏には

川魚が豊富に採れ,半は自給自足的な生活が成り

され 防水町や美里町では現在でも大規模な植栽

林 (プランテーション)が残存する｡下流の野上

町はシュロの袋Gl加=によって栄えた町である.t

近年のナイロン敷品の普及にともなうシュロ産業

の衰退 とともに,シュロの植栽林は杉槍に置き換

わってきた｡

結 果

バショウの植栽分布と現地呼称,およびその利用 

立つ｡秋には ま̀ったけ'(マツタケ), し̀めじ' lに/くシ ョウの植栽分布を示す｡本種はgureFi

斑志川中流域の野上町と美里町,および有田川中umh)L Zyo(食用の yll 属菌数種の現地絵称), こ̀

たけ'(コウクケ), ね̀ずみたけ'(ホウキクケ), 流域の金屋町と桁水町に躯中していた｡本種は株



紀州放ずし恥法と関逃したバショウ0)叔培 571

2llgF oj

)

iu.h

こttn

Lr

]ojas

0
H
1iiv

:u

Cull nO eB op

TheB op S(nm l

lnPrordJ

huser

h･tr

こ 

l Lano rcrce

d L l: ooee ecangua

(repare

l

s

LW,

Idr

L

ope

o

iti Lrrcrendor

dueo cl

dy

op ni ko kn

Th nr TmO sf eSS gS

m｡‖11SP 1 ll:Pessds

inkl Lan ･o'/ihhus一p=rapw√earro g吉 )inS miuT wn_ 

b leic･acelranotsjaqo.:TheB opun nab ko err dleH dn .C:houseliear

jSl

l ievens

hll lorとe

il

h

lon

se

Jotcc

laror

lproper

fJ eaS

巳

I

l

B

Coll nlcl eBこ 

na gpmH ･ 

yu dT

こ OOL

"ib PIこhouse.
i
lITLe d:Wr UlnP gS heltnbihS yrolllgLWLht

s 

he 

l

t

h

peap

L'iEac

k lcereicel
l
peLopi

hseOTLemodi

dwihS dma wr dWiht

ihSu :

Jt ' =する7株を分けて他叔されるが,そのかF沌1_ ･

拙戯場所は加の端や水ra上 Tl.納屋の供.小川=)

の ヒ手など.いずれも他の作物凝析の邪魔になら

ず,しかも屑住家蛙からさほど遠 くない所にあっ

た｡わーL I' U.;水lJJでは休耕畑における除斥(の際にも,本

船 ま刈り取られる･Jなく保超されていた｡-ノ-i ). 

ilL･志川中流域では本都の炎を.%ず Lを包むのにm

いることは知られていたが.現任では市販の ▲あ

)｡幾つかの地点の鮭地 せずし'を仙人することが多い｡本棚の呼称の記た d2Cnb2ag(Fi ,2 ,a

されたlJ!J斉跡地では,地中に残った塊茎から仲/l三 憶もあいまいとなり.バショウのYlを知る人は少

rしたと思われる個体も枯られた｡イ汀川lr.LlW城で なく."全く知らない"とか ▲ばなな-3あるいは, 

は本棚を は̀しょうーと呼び.甲ザLを包む目的 あ̀せ'や か̀んな'など後述するように軌ずL

でa)み叔増され )他o利用法は知ら)ていなかっ LLiJ放されてい1 を包む柴に起関する植物と混同して,.
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たO

一･万,日高川中流域における本種の植栽はほと

んどな く,例外的な植栽を観察した中津村平岩の

農家では,本種は恐らく ば̀なな'であり,夏の

暑さが続けは熟したバナナの果実か得られるかも

しれないと考えられていた｡ しかし,かつて食べ

られる程に熟したことは無 く,期待もされていな

を 

し製法の詳細は以下のとおりであった｡

貴志川中流域 (野上町.美里町): 現在,請

販のサバ早ずLを駒入することが一般的であり,

自身で作ることはほとんど無い｡市販品は野上町

では あ̀せずし',美里町では 柿̀の葉ずし'が

より一般的である｡以前はバショウ,ダンテク,

leTba lに示す｡それぞれの地域についての魚ず

dnannミョウガ, ̀ かんな'(ダソドグ,C aiicaL.かった｡これを誰が何の目的で植えたかのは知ら

れていない｡この地域では,本唖の利用を経験 し .∀ sHo f)i Ltrorenaa. i

一 口サイズのすしの他に, ば̀れん'(ハラン,た人はいなかったが,"根を腎臓の薬にすると聞

,柿など様々な糞で包んだko.

2i Bor
lta
ae ).)やたけのこ (番目に発生itsrdispAいたことがある","括水町出身で現在大阪在住の

htosacys 

ftap.

h

Beanh ir enonsa.nrd.
Ldo


,Pyllするたけのこ,というからハチク 

iT ( )Mu ( )snga ov ,

人が魚ず Lを包むために以前に薬をもらっていっ

たことがある",など利用に関する間接的情報は

持っていた｡そして,"佑水町出身著から話を聞

いた後,自分もこの葉でサバず Lを包むのを試み

たが,すしか大きすぎて薬が破れ 包めるもので

はなかった"というO後述するように,日高川中

流域では一匹あるいは半身のサバをす Lに用いる

習慣があり,この際,一口サイズのす Lを作るこ

となど論外であったろう｡自身で利用することq)

ない本種を除去しない理由は "切っても,また生

であろう)の皮を数段重ねの押しぼらずしの仕切

りとして用いるなど (美里町在住の空カヤコ氏

読)I,多様なすしか混在する地域であったらしい｡

この形態の押しはらずLは,紀ノ川下流の和歌山

市においても伝統的なものであった (和歌山市在

住の豊田孝子氏談)｡ しかし,現在では画一的な

市販品が一般化し,また秋祭りに食べる特別な料

理であったものが日常的な食品となっている｡莫

8えてくる"である｡中津村は昭和2年の大洪水で

幾つかの集落が水没したが,以前には平岩集落よ た尾頭付きの塩サバが家族全員に1匹ずつ供され

り下流にも数珠のバショウが存在したという｡ たという｡

有田川中流域 (金屋町,清水町): この地域で

魚ずし製法の地域間差異 はサバ早ずLが主である｡金屋町の山間部ではす

和歌山県北部における魚ずし製法の地域間差異 Lを包む際にバショウの薬を利用するが,吉備町 

里町では,秋祭 りにはサバのすし,正月には焼い
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に近い下流の集落ではダンテクが利用され,商店

では あ̀せずし'(製造元は書備町)が販売され

ている｡一方,括水町ではバショウの利用が中心

となり,全て自家製であり,商店では販売されて

いない｡砂糖 と酢で味付けした飯を手のひらで握

り,これに蒔 く切ったサバを置 く｡サバには特に

味付けしない｡サバは蒔 く切った方が飯の甘酢の

味がしみ込みやすく,厚 く切り過ぎるとパサバサ

して旨くない (括水町在住の小田秋夫氏談)｡こ

れを1つずつバショウの薬で包む｡バショウの薬

は中肋から派生した平行に走る薬脈に沿って必要

な幅に手で裂 く串ができる｡まず,約4cm幅に裂

いた薬です Lを巻き,次いで約6cm幅に裂いた薬

か詰められる｡これに押し蓋をし,さらに重石を

乗せて一日から2日間ほどおいてから食べる｡バ

ショウの集は冬季には枯れ上がるので,す Lを作

れる時期は葵が適当な大きさに生育している6月

から11月頃に限られる｡5月には新薬が出ている

が,まだ小さくて使いにくい｡しかし,壕も大切

な秋祭りに作れるから,全く問題は無い｡その他,

お盆に来客がある時,あるいは食べたくなったら

作るが,手間がかかるから決して日常食ではない｡

たくさん作れば近隣に配る｡数 lヨで食べてしまう

が,一週間経ってカビが生えてきても食べる｡稀

);人々は両者の違いを認識し

ているが,ともに は̀いじゃこ'と呼ぶ)を泉っ

て乾燥保存しておく｡これを宙油と砂糖で甘辛 く

煮つめ,同様に押して一口サイズのす Lにする. 

は̀いじゃこ'は淵で採れるもの (タカハヤ)よ

りも,瀬で獲れる測線の明瞭なもの (アプラハヤ) 

の方が旨く,特に冬に採った か̀んじゃこ'(ア

プラハヤ)は最も旨いという｡また,甘辛 く煮た

干シイタケを同様にすしネタとして使うこともあ

る｡

日高川中流域 (中津村,美山村): すしネタは

サバに限られるCサバは秋祭りに備えて安価な時

期に大益に肌入し,塩放け保存しておく｡こわく

炊いた飯を塩挟みし,これを塩抜きしたサバに位

いてハラソの薬で包む｡さらにシュロの薬を裂い

た紐でく･るく･る巻きにして締り,これを桶に隙間

なく並べる｡隙間が生じた場合には手近かな薬を

隙間に詰め込んでこれを塞ぎ,押し蓋をして重石

を旧 く｡このような嫌気的条件はカビの発生を抑

え,乳酸発酵を優先させる7㌔ この仕込み作業はで巻 く ( ｡これを四角いすし桶に並べて)d
i2g.
F


隙間のできないように詰めてゆくが,この際,サ 秋祭りの3,4日前に行なわれ,食用時に若干の乳

バをのせた上面が上になっても下になっても気に 酸発酵が進んだいわゆる 生̀なれずし'である｡

しないoすし桶は作るiii:に応じて,

升用を使い分ける (

5

)i2g e.F2

食用,1升用, サバが大きくてハラソで包みきれない部分を噂好

的にミョウガの薬で補うこともあるが,これはミ｡1升用の桶 (内寸 : 

8

3x19x1 m H)には 1段に1個 

び,これを4段重ねにするから,合計4個のすし

28c1 4x3個)が並 ョウガの香りがして旨いという｡また, か̀んな'(

の薬で補うこともある｡本地域での製法は, 生̀

なれずし'と言えども,負,飯,塩のみを材料と

し,サバは一匹あるいは半身をそのまま用いる本

格的なものであり,先の有田川中流域や紀ノ川中

上流域にみられる一口サイズのスナック的要素は

少ない｡しかし,巌近では生なれを嫌い酢飯を用

いた早ずLを供する家庭もあるというO上WLの莫

山村では春 (5月)と秋 (ュo月)に祭 りがある｡

ここでも同じ形態のサバず Lが供されるが,春の

祭りに供されるすLは気温が高くて発酵が進行し

やすく,最近はこれを嫌う人が多くなったという｡

葉山村の物産店では 掛̀ まい'あるいは は̀え'

に,ハラン,ミョウガ,ウコンの薬ですLを包む knceの名で,乾燥させたカワムツ,Zaccotmmi i
 

こともある｡本地域で用いられるバショウ, か̀ L legeShc
E
knc
Te( mmi e )が販売されており,これ

んな',ミョウガ,およびウコンの4唖はいずれも はそのまま,あるいは甘辛煮にして食べる｡しか

し,これをすしネタに利用するとは聞かなかった｡b leraesi izngショウガ目 ( )の植物である｡

サバ以外にも噂好的なすしネタとして乾燥保存

食が用いられる｡ は̀いじゃこ■と呼ばれるモロ 考 察

lienrocコ尿の小型の川魚 (アプラハヤ,Mo os -


紀伊半島には,利用する魚種や製法の速いによ(

te

)Sauvage

S dnyer

d h iacner

J doran(

iouj,およびタカハヤ,M.

って,多様な魚ず Lが存在する3･… .紀ノ川流

域の桃山町や橋本市では 柿̀の葉ずし'が常用さ

れらl,これはさらに上流域 (吉野川,十津川と河

川の名称が変る)の奈良県吉野郡一帯では名物と

して販売されていることは有名である｡また,吉

野郡十津川村は古くから新宮との交易が深く,こ
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こでは柿の葉ずしとともに,紀伊半島南部で一般

的な さ̀えらずし'(サンマずし)が食されるn.

河川は文化や習俗を共有する要因となり,河川を

形成する山脈は互いの文化を隔て,その独自性を

維持する要田となる｡吉田3)による紀州北部のサ

バザし域と南部のサンマずし域を隔てるのは,十

津川村から和歌山県能神村や中辺路町に至る,い

わゆる 果̀無山脈'である｡今回調査したバショ

ウの集中的な植栽分布域は,青田刑の結果とほほ

一致した.バショウの植栽は和歌山県南部の串本

町,大阪府中部の太子町,奈良県北部の王寺町や

平群町,さらに京都府中部の三和町など,近故地

方の各地に散見される｡従って,本種の奨中分布

域の形成は生育適温などの気候的要田に関連した

ものではなく,地域独自の文化的あるいは経済的

要因と関連したものと考えられる｡雄中分布域の

北限にあたる高野山から西方に延びる山系,およ

び南限にあたる許摩恕山から白馬山に至る1, 

000m級の山系が,本地域の独自性を維持したり

かもしれない.しかし,かつて書EEl- バ̀ショ3が 

ウずし域'とした集中的なバショウ分布域にあた

るF.'Lu志川流域では,これを利用する習附はもはや

消失しつつある｡そもそも自身で魚ずLを作る機

会すら少なくなっている｡理由は "市販の あ̀せ

ずし'や 柿̀の薬ずし'がいつでも手に入るため,

作るのか面倒なうえに作っても誰も審んでくれな

い"ことにある｡JR志川下流に近い海南市重根で

の聞き取りによれば,現在は あ̀せずし'のみと

なったが,戦前はバショウで包むのか一般的であ

ったというOバショウは数日の内に兼が変色する

し,葉が破れ易 くて台軌が来ると使えない,とい

うのが あ̀せ'の使用に切 り替った理由らしい 

(海南市在住の中前瓦氏談)｡この･ill志川流域で

バショウの名称や利用法を記憶するのは,もはや

高齢な方々に限られる｡一方,先の有田川中流域

ではバショウの利用が秋祭りと--体化した形で伝

東されていた｡両河川を隔て本地域の独自性を維

持するのは高野山から生石高原に至る800m級の

山系である｡ここでは商品の大L3消坪が期待でき:

る野上町のような人口密度はないが,秋祭りを催

す機能のある塊港が存続している｡

バショウは約40種に及ぶバショウ属植物の中で

最北部に分布する幣源植物である日｡近縁種のリ

a sュウキュウイトバショウ (MtLSablbiianaColla)

の織経を用いた,琉球における芭孫布の生産は有

英次

名である｡また,最近では製紙原料としても注目

されているマニラ7サ ( txii )は E本M.etlsNee l

人に最も馴染み深い級維植物のひとつである｡紀

州民がいかなる目的でバショウを導入したのかは

定かでないO-方,バショウの集中分布域と放維

植物であるシュロの袋中的な栽培地城 との一致

は,本来,バショウを鉄維植物として利用してい

たか,あるいは試行的に封入した可能性を示唆す

る｡本地域でのバショウの栽培は,種子センター

や研究機関での迫伝資源の保存とは異なり,利用

者自身の手によって保存される,いわゆるinsitu 

cosrainnevto別の例である｡この形態の保存は,作

物に関連した地域独自の儀礼,呼称,道具など有

形無形の文化財的要素の継承を伴う10)｡本種は

種子の結実が少な ( ",その分布域は人為的な子

株の植栽過程を示す｡さらに,整地された住居跡

地での再生個体の観察事例や中津村での聞き取 り

事例が示すように,塊茎の存在によって伐採後で

も植物体を再生する｡従って,本種はまた,かつ

ての人の行為を追跡するための指標植物としての

価値をもつC
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